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作成者：株式会社ドローンセンセーション 永田真啓 

【事業者（個人）名・研究開発課題名】 

株式会社ドローンセンセーション 

「世界初！ドローンタワーで実現する高度 500m の環境測定」 

【事業年度・補助事業名】 

令和５（2023）年度 

□フェーズ１（F/S・PoC）支援事業 

■フェーズ２（R&D）支援事業 

【事業実施期間内の成果】 

◆研究開発の目的 

地表 500m 上空の大気状態を継続的に観測し、気候変動に関係する温室効果ガスなどを

実測するため、ドローンを活用します。飛行時間の課題を解決するために、ドローンを

有線ケーブルで連結(垂直方向に電気的に直列接続)し、連続飛行を可能にする技術を開発

します。この技術により、1Km から 10Km(1 万 m)のドローンタワーも実現可能で、対

流圏全体の測定が可能となります。最上部の計測ユニットは交換可能で、高解像度カメ

ラを搭載すれば、地上に近い静止衛星と同じ機能となり、人流や交通量などのビッグデ

ータの取得も可能となる画期的なツールとなります。 

  《ドローンタワーとは？》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ドローンタワー」は、産業用ドローンを有線ケーブルで連結し、地上から給電することで高

高度での 24時間 365日の連続飛行を可能にするシステムです。ドローンに映像監視装置やセン

サーを搭載し、高速通信で 360度の映像記録や各種データを取得します。これにより、地上 500m

の高高度から環境測定や防災監視を革新する技術です。 
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◆本支援事業の取り組み概要と成果 

【取り組み概要】 

まずは、1m 級産業用ドローンの飛行中の電力消費を実測しデータを取得し、有線給電の

ための電源の仕様を決定、最初の実験では、実績ある国内メーカーのドローンが 6 セル

(22.2V)バッテリー（以下、６S）を 2 個直列接続していることを利用して高価な産業用ド

ローンを 2 機購入せず 1 機のドローンを仮の 2 連結ドローンと見なして、電源開発を行い 2

個の電源の直列接続の有線給電による 100m の飛行に成功しました。この成功を踏まえ、

6S(22.2V)で、5kg 積載可能なドローンタワー用の 1m 級産業用ドローンを選定して調達を

完了しました。 

(500m ドローンタワーを組立て飛行させるのは本支援事業後の 2 年目の工程となります。) 

取り組みの経緯 

[１]1m 級産業用ドローン実験機購入と実機による電力データ収集・解析[2023 年 08 月] 

[２]ドローン用電源（ＤＣ－ＤＣ）の直列接続の問題解決 [2023 年 09 月] 

[３]ドローンタワー有線給電用電源の第１試作（手作り自社試作）[2023 年 10 月] 

[４]ドローンタワー有線給電用電源の第２試作（検証用自費外注）[2023 年 11 月] 

[５]第２試作電源による１ｍ級産業用ドローンの有線給電テスト飛行 [2023 年 12 月] 

[６]本事業５００ｍドローンタワー用ドローンの最終選定と飛行実験 [2023 年 12 月] 

[７]本事業５００ｍドローンタワー用部材の最終仕様確定と発注 [2024 年 01 月] 

[８]本事業５００ｍドローンタワー用部材の調達・検収 [2024 年 02 月] 

◆本支援事業の主な成果 

 

 

 

 

 

・ドローンタワー有線給電用電源の試作完成 

・１ｍ級産業用ドローンの有線給電テスト飛行成功 

・５００ｍドローンタワーのための、ドローン、電源、ケーブルの最終要求仕様確定 
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プロポ：ドローン操縦送信機 
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2024年 9月 各 100m有線給電ケーブル x5機に最上段は 20m 

DC-DC 

電源ユニット 

バッテリー 

現在のドローンタワー開発進捗状況 

製作した DC-DC電源ユニットとバッテリーを 

ドローンへ搭載した状況 

100m給電ケーブル 

地上側 最上部 

第 1段目ドローン 

2024年 4月 各 20m有線給電ケーブル x6機 

給電システム ドローン上部コネクタ 

 試作状況 

サーボによる 

フック動作 ( 閉 ) 

サーボによる 

フック動作 ( 開 ) 

サーボ遠隔操作 

ドローンタワー / 連結有線給電ドローン特許 

請求項 7の給電ケーブル脱着可能な状況 
地上局 (操縦・電源) 設備 

高圧直流電力発生装置 

電源ユニット 

ドローンタワー 

コンソール 

最上部の 6機目に、ユーザーが自由

に 5kg(約 30cm 四方)までのカメラ

や計測器などを搭載できる計測ユ

ニット BOX を簡単に脱着交換でき

る構造とした。 

計測ユニット BOXには、 

① 高速 LAN (有線・無線) 

② 電源 (AC100V・USB) 

が、あらかじめ供給される。 

現状の最上部ドローン 

第 2段目ドローン 第 3段目ドローン 第 4段目ドローン 第 5段目ドローン 第 6段目ドローン 

最高高度 120mの飛行実験用 

最高高度 520mの飛行実験用 

前方/下方 

撮影用カメラ 

(撮影方向を

自由に切り替

え可能) 

ハイビジョン

カメラ 

搭載例 1 

環境センサー 

給電・バッテリーの 

手動・自動切換スイッチ 

①温度②湿度③CO2④PM2.5

⑤PM10⑥eTVOC同時測定 

リモートで上空データを地上

から確認、過去 90 日分のデー

タをエクスポートが可能 

搭載例 2 

全方位録画用カメラ 

[超高解像度 16K] 

ユーザーが自由に使える 

高高度連続定点観測用ユニット 


